
 

日本医療福祉政策学会第 1 回研究大会（第 1 報）(web 版） 

                       日時：2017 年 12 月 2 日（土） 午前・午後 
                       会場：神戸大学鶴甲第 2 キャンパス 

教育講演 

「『医療利用組合運動と保健国策によせて』 青木郁夫（阪南大学経済学部） 

長年、医療利用組合運動について研究を積み重ねてこられた青木郁夫氏が、これまでの研究成果をまと

めた大著を先日公刊されました（『医療利用組合運動と保健国策』、高菅出版）。この教育講演では、同書の

エッセンスをふまえつつ、医療利用組合運動史あるいは医療政策史の主要論点のいくつかについてご報告

いただきます。 

パネルディスカッション「医療福祉研究への多様なアプローチ」 

日本医療福祉政策学会としての最初の研究大会にあたり、本学会における医療福祉政策研究への多様な

アプローチを報告いただき、今後の会員の研究展開に寄与することを目指します。基調報告では、医療福祉

政策研究への多様なアプローチと内外の研究動向について概観します。これをふまえ、政策研究における多

様なアプローチの存在を前提として、相互刺激を与えることの重要性を考えます。さらに、各分野の研究者か

ら、自身の報告を題材にそれぞれの研究とそこで用いているアプローチについて報告をいただき議論します。 

基調報告：松田亮三（日本医療福祉政策学会会長・立命館大学産業社会学部） 

パネリスト（五十音順、報告演題は仮題です） 

「社会保障法から政策研究へのアプローチ」 川崎 航史郎（三重短期大学） 

「医療改革の事例研究―経済学からのアプローチ」 高山 一夫（京都橘大学） 

「ヘルス・サービス・リサーチからの政策研究へのアプローチ」 田宮 菜奈子（筑波大学） 

「社会学からの政策研究へのアプローチ－児童福祉施設 

における外国人児童の支援に関する調査研究から」 松島 京（相愛大学） 

「社会保障の規範理論に基づく政策研究」 村上 慎司（金沢大学） 

一般演題の募集について 

研究大会では、自由演題を募集しています。自由演題の発表は、会員の方であればどなたでも可能です。応募

される方は、（１）氏名・ふりがな、（２）所属、（３）演題名、（４）要旨（190 字以上 210 字以下）、（５）パワーポイント使

用の有無について、2017 年 9 月 4 日（月）17:00（必着）までに担当役員：村上慎司（金沢大学）の以下の電子メー

ルアドレス宛でご連絡ください。 

E-mail: shinji.murakami＜＠＞staff.kanazawa-u.ac.jp （<＠>は、＠に置き換えてください） 
受付受理後、こちらから返信いたします。応募後、3 日経過して返信がない場合は、大変お手数ですが、再度ご

連絡をお願いいたします。演題の採否は、10 月上旬にお知らせいたします。 

発表時間（質疑応答を含む）は 30 分間を予定していますが、演題の応募状況によっては短縮されることもありま

す。詳細は、採択の連絡に合わせてお知らせします。 

 

＊日程の詳細、参加申し込みなどについては、第 2 報でお知らせします。一般演題募集期間の延長など、

ウエブとメールのみでお知らせする場合がありますので、適宜点検いただきますようお願いします。 
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